
社員全員で挑戦！エコキャップweek
当社では、エコキャップ活動に取り組んでいます。
今回は、期間を設けてグループ会社と部署対抗で回収活動を行いました。
エコキャップ活動とは、ペットボトルのキャップを集めてリサイクル原料と
して再資源化し、その対価でワクチンを世界の子どもたちに届ける取組み
です。
競い合った結果、合計36.8kg（ワクチン約18人分）のキャップを集めること
ができました！
楽しみながら取り組むことで、社員一人ひとりの意識もぐっと高まり、小さ
な行動が世界を救うという気づきが、行動変容につながりました。

みどり産業様主催のパートナーシップセ
ミナーに登壇させていただきました。
「SDGs経営で新たな業績向上」をテーマ
に、企業としての経営への取り組みや、現
場での泥臭い実践例も交えながら、具体
的な経験や学びを共有しました。
参加者の皆さまからも、多様な視点や課

当社では年に3回、お客様へ感謝の気持ちを込め
ておもてなし企画を実施しています。
今年度2回目のおもてなしでは、ポップコーンを
お渡ししました！
この美味しいポップコーンは、地元の就労支援施
設「レーヴェン勝田台」の皆さまが製造した商品
です。
社員同士でも配り合い、笑顔が生まれる交流の
きっかけにもなりました。
今後もお客様への感謝の気持ちを忘れず、事業
活動を継続してまいります。

感謝の気持ち！おもてなし企画

企業向け研修に登壇させていただきました
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パートナーシップセミナー登壇

題意識を共有いただき、対話を通じて新たな気づきやヒントを得ることが
できました。いただいたご縁を力に、持続可能な未来を目指して挑戦を続
けてまいります。

企業研修に登壇し、「SDGsカードゲーム」を通して、2030年のゴール達成に向けた道のりや、サステナビリティの本質について考え
る機会をいただきました。
参加者の皆さんは、若手社員から役員の方まで、世代や立場を超えて意見を交わしながら、一人ひとりが「経済・環境・社会をより良
くするためにできること」を真剣に考えまし
た。そして、対話型ワークショップやゲームを
通し、多様な視点や気づきを得るとともに、
個人も組織も“できることから始める”姿勢の
大切さを改めて実感できる時間となりまし
た。
当社では、企業向けにSDGsやサステナビリ
ティ、脱炭素などに関するセミナーや研修を
行っています。是非当社サステナビリティ推
進室までお問い合わせください。 アーステクニカの皆さまADEKA物流の皆さま



今走り出す！ 福島産バイオエタノール

次世代に学びを届ける！出前授業 船橋市立高根台中学校で、環境授業を実施しました。
同校では全校生徒がSDGsカードゲームを体験し、10月で全員が実
施を終えました。
授業では、「将来どんな大人になりたい？」「どんな世界に住みたい？」
と問いかけながら、SDGsの重要性についてゲームを交えて考えまし
た。
ゲーム中は、生徒同士が積極的に声を掛け合い、助け合う姿が印象
的でした。
当社では、次世代の子どもたちに向けて出前授業を行い、環境への
意識や行動につなげる活動を続けています。今後も子どもたちの学
びを支える活動を継続してまいります。

当社のスポーツといえば、モルック！
モルックは、木製のピンを「モルック棒」で倒し得点を競
う、老若男女問わず楽しめるフィンランド発祥のスポー
ツです。
今回はチーム対抗戦での開催となり、大接戦に社員た
ちも大盛り上がり！
勝敗を競いながらも、社員同士の笑顔やコミュニケー
ションがあふれ、和やかで活気ある時間となりました。
今回の大会で生まれた笑顔や交流を大切にし、社員の
健康と職場の活力向上につなげてまいります。

明治安田生命保険相互会社様のご協力のもと、健康経営の
一環として第2回・第3回健康測定会を実施いたしました。
今回もKAGOME様の「ベジチェック」を導入し、社員の野菜
摂取状況を測定しました。
第1回の測定では、「一日に必要な野菜ってこんなに多いん
だ！」という驚きの声が多く上がりました。
その後、リベンジに挑戦した社員も多く、今回の測定では多
くの社員で数値の向上が見られました。日々の意識と小さ
な行動の積み重ねが、確実に健康づくりにつながっている
ことを実感する機会となりました！

頂点を決める！モルック大会

結果はいかに？ベジチェック

千葉県八千代市上高野1728-5
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次世代グリーンCO₂燃料技術研究組合（raBit）で製造されたバイオエタ
ノールを使った自動車用燃料の公道走行イベントが、福島県大熊町の
生産研究事業所で開催されました。
テーマは「持続可能燃料、今走り出す！ 福島産バイオエタノール」。本イ
ベントにＴＯＡグループの大池が参加しました。
研究組合では、第二世代自動車用バイオエタノール燃料の効率的な
製造技術や、製造過程で発生する高濃度酸素・二酸化炭素の回収・活
用、さらに自動車などでの実用化に向けた課題解決に取り組んでおり、
大池は賛助会員として参加しています。
イベントでは、バイオエタノールを混合した低炭素ガソリンを市販車
の燃料として使用し、実際に公道走行を行いました。
カーボンニュートラル社会の実現に向け、研究組合の研究開発は今後
も進められます。
これからも未来のエネルギーづくりに貢献してまいります！
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